
＿一一一一一

董董国語　／ l 
衿～ 

結誓彊替＼＼人言 縛既読薗＼二 ’／農、 �謁 � �葺千二：丁字 一端 ���　種青で〆1／ ＼一章案上章一＼享案論詰合＼ ∴■・・lナ㍉享 へ〈轢言 

′∴∴＿ 　　　　メ � ��欝鳶 ∴∵」で ���　　繁 ∴、：∴∴∴∵ �i擬艦＼讃豹随 
●、＿一 I／虚 ［ ∴書 ∴● ■r 憾．／…＼－詰 　蛍 

・、鷺沼闇荻 　上∴ 　＿与． 腿＼，．／． �∴占∴∴∴∴子 ㌫ ぇ．7． 、＿・鐸 �∴： 翻 し可 碧空 ��∴ �人　草 ‾うま �“★ 　ヽ∴ 

・－■ 坤 ∴●：千一∴ �‘二千l農　7 ‾′′・ �� � �　綱騒高 潔轟鞠－、嬉 ∴∴ ��篤＼i塗醸諒闇頴 

∴題腰十一 窮翌招 � �、：　寿 �� �騨滋＼藩 箪 ）く 睦鵬注 ��／ 詰＼翻閣闇醗麗 子 運瞭－、す 　ず璃 　－、へ 　を高 
∴；∴ ��一子 �＿　「、 

レンゲファームに南部保育園の子ともたちは大喜び

4月25日に南部保育園のみなさんが、木守地区に植えられているレンゲファームを訪れました。

このレンゲファーム専業は、水稲収穫後の田んぼにレンゲの開花展示を行って美しい景観をつく

り、田の地力増強をはかる一環として町が補助金を交付し行っているもので、現地を訪れた南部保

育園のみなさんは、美しい装いのレンゲの花に大喜びしていました。



－注意事項－　o諒誓書嵩飲食しかでくださいo（飲食した場合・

基本健康診盃を午前に受ける人は朝食を、午後に受ける人は昼食をと

らないでください。（正しい血糖値がでません。）○前　日

夕食は、午後8時までにすませてください。　　0できるだけ着脱しやすい服装でおいでください。

前日は飲酒・喫煙をしないでください。　　　　o尿検査があります。検査面前に排尿しかでください。

夜更かしをせず、十分に睡眠をとりましょう。　。女性は生理の経過に注意してください。（尿検査で潜血反応が出るこ

とがありますので、係員に申し出てください。）

※妊娠の可能性があるときは、Ⅹ線検査を絶対に受けないでください。

持参品
・受診券

・問診票

胃がん検診・大腸がん検診・基本健診を予約した方に郵送します。
・健診料金

（胸部レントゲン検診を除いて各健診500円）
・健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

●おたずねは、福祉課保健衛生係まで
℡（293）1234

題＿

私
の
健
皆
さ
ん
、

い
つ
も
が
ん
ば
っ
て
働
い
て
い
る
私

た
ち
の
身
体
も
と
き
に
は
故
障
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

『
健
康
診
査
」
　
は
自
分
で
は
気
づ
か

な
い
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に

冶
掠
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ

れ
と
と
も
に
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
も
大
き
な
目
的
と
な
り
ま
す
。

一
年
に
一
度
積
極
的
に
受
診
し
て
、

日
々
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ

、
つ
C

遠
賀
町
の
総
合
健
診
は
、
今
年
度
か

ら
　
『
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
胃
が
ん

検
診
・
基
本
健
康
診
査
・
大
腸
が
ん
検

診
」
　
の
四
つ
の
健
診
を
一
度
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

康
は
私

健
康
診
杏
を
受
け
て

ま
だ
予
約
し
て
い
な
い
が
、
受
診
を

希
望
す
る
と
い
う
方
は
お
早
め
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
（
予
約
さ
れ
た
人
に

は
、
健
診
の
一
～
二
か
月
前
に
受
診
券

を
郵
送
し
ま
す
。
）

総
合
検
診
の
流
れ

総
合
受
付

●
最
初
に
総
合
受
付
で
受
診
券
、
料
金
、

健
康
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

が
守
る

い

ま

す

か

？

検
査
で
す
。
検
診
日
に
容
器
を
渡
し
て

説
明
し
ま
す
の
で
後
日
決
め
ら
れ
た
日

に
検
体
　
（
便
）
　
を
役
場
も
し
く
は
ふ
れ

あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
●
仰
歳
以
上
対
象
（
遼
賀
町
民
に
限
る
）

（
昭
和
3
3
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た人）

●
料
金
　
五
百
円

基
本
健
康
診
査

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

総
合
健
診
の
予
約
は

お
済
み
で
す
か
？

●
1
6
歳
以
上
対
象
（
遠
賀
町
民
に
限
る
）

（
昭
和
5
7
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た人）

●
料
金
　
無
料

今
年
か
ら
道
端
町
の
総
合
健
診
が
予

約
制
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
予
約
さ

れ
た
方
に
は
、
予
約
確
認
通
知
を
4
月

に
発
送
し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
る
か

こ
確
認
く
だ
さ
い
。
指
定
さ
れ
た
日
と

違
う
日
に
受
け
た
い
場
合
で
も
、
予
約

さ
え
し
て
い
れ
ば
違
う
会
場
に
棄
て
も

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
し
て
い
な
い
と
会
場
で
し
ば
ら
く

待
っ
て
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
、
混
雑

す
る
会
場
で
は
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

胃
が
ん
検
診

●
0
0
歳
以
上
対
象
（
遠
賀
町
民
に
限
る
）

（
昭
和
4
3
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た人）

●
料
金
　
五
百
円

※
胃
が
ん
検
診
は
午
前
中
の
み
で
、
一

回
の
定
員
は
五
十
人
で
す
。

大
腸
が
ん
検
診

便
に
出
血
反
応
が
あ
る
か
ど
う
か
の

●
仰
歳
以
上
対
象
（
遠
賀
町
民
に
限
る
）

（
昭
和
3
3
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た人）

●
料
金
　
五
百
円

生
活
習
慣
病
　
（
成
人
病
）
　
を
は
じ
め

と
す
る
現
代
の
病
気
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
じ
わ
じ
わ
と
進
行
す
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
も
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
総
合
健
診
は
、

生
活
習
煩
病
　
（
成
人
病
）
　
の
早
期
発
見

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

と
は
別
に
検
査
結
果
に
応
じ
て
生
活
習

慣
を
見
向
す
良
い
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
検
査
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
健
康
維
持
の
た
め

自
分
に
あ
っ
た
生
活
法
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。

総
合
健
診
は
そ
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す。
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6月17日（火〉 �午前 �道　　宮　　集　　会　　所 �7月30日（水） �午前 �別　　府　　公　　民　　館 

6月25日（水） �午前 �訪　　印　　公　　民　　館 �8月1日（全） �午前 �中　央　区　公　民　館 
牛後 ��8月5日（火） �午前 �広　　波　　公　　民　　館 

6月26日（木） �午前 �新　　町∴∴公　　民　　館 ��午後 

7月3日（木） �午前 �旧　　停　　公　　民　　館 �8月8日（全） �午前 �木　　寺　　公　　民　　館 

7月4日（全） �午前 �鬼　　津　　公∴∴民∴∴館 ��午後 
午後 ��8月11日（月〉 �午前 �島　　津　　公　　民　　館 

7月7日（月） �午前 �若　　松　　公　　民　　館 �8月20日（水） �午前 �若　葉　台　公　民i館 

7月10日（木） �午前 �尾　　崎　　公　　民　　館 �8月27日（水） �午前 �虫生活公民館 〔姜欝萱〕 
午後 ���午後 

7月13日（日） �午前 午後 �遠賀町中央公民館 （遠賀川地区） �9月2日（火） �午前 午後 �上　別　府　公　民　館 

7月15日（火） �午前 �鶴田コミュニティーセンター （田圃北商地区） �9月5日（全） �午前 �浅　　木　　公　　民　　館 
午後 ���午後 

7月16日（水） �午前 �田園コミュニティーセンター �9月7日（日） �午前 �ふれあいの皇センター 
〈田圃北繭地区） ��午後 �（浅木地区） 

7月23日（水） �午前 �松　ノ　本　公　民　館 �9月12日　〈金〉 �午前 �老∴∴良∴∴公　　民　　館 
午後 ��9月24日（水） �午前 �緑　ヶ　丘　区　束　公　民　館 

7月24日（木） �午前 �松　ノ　木　公　民　館 �9月26日（仝） �午前 �東　和　苑∴公　民　館 
午後 ���午後 

7月27日（日） �午前 �遠　賀∴町　中　央　公　民　館 �9月28日（日） �午前 �ふれあいの里センタ　ー 
午後 �（今古賀地区） ��午後 �（東和苑地区） 

7月29日（火） �午前 午後 �別　　府∴∴公　　民　　館 � 
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詰寄剤につける

∴：

洗剤でよく洗う

痛
原
性
大
腸
菌
0
1
1
5
7
の
予
防
忙
つ
い
て

今
年
は
す
で
に
各
地
で
病
原
性
大
腸

蘭
O
i
朗
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
食
中
毒
は
、
気
温

が
高
く
な
る
初
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て

増
加
し
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
気
温
が
上

昇
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
み

ん
な
で
注
賭
し
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

0
－
冊
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
症
状
は
？

0
－
朋
は
感
染
後
囲
～
八
日
の
潜
伏

期
の
後
、
症
状
が
出
ま
す
。
大
人
で
は

感
染
し
て
も
症
状
が
出
な
い
、
あ
る
い

は
軽
い
下
痢
で
自
然
治
掻
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
と
で
す
が
、
乳
幼
児
・
小
児
や

基
礎
疾
患
を
有
す
る
高
齢
者
で
は
重
症

に
香
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

始
め
は
腹
痛
や
水
様
性
の
下
痢
で
す

が
、
下
痢
は
後
に
出
血
性
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
方
‥
　
出
血
を
伴
う
下

廟
を
生
じ
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
か
か

り
つ
け
の
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
乳
幼
児
は
特
に
気
を
つ
け
て
く
だ

具
体
的
な
予
防
方
法

に
つ
い
て

①
外
か
ら
帰
っ
た
時
、
調
理
の
前
、
食

事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
、
ペ
ッ
ト
に

触
れ
た
後
な
と
に
は
、
手
を
石
け
ん

で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

Ⅲ
最
初
に
流
水
で
洗
い
流
す
。

↑

開
石
け
ん
を
よ
く
泡
立
て
て
“
分
間
以

上
も
み
洗
い
。
爪
は
短
く
切
り
、
爪

の
間
ま
で
し
っ
か
り
話
芸
ノ
。

↑

開
流
水
で
よ
く
す
す
く
。

↑

㈲
患
者
さ
ん
の
世
話
を
し
た
時
や
、
糞

便
に
触
れ
た
時
は
逆
性
石
け
ん
　
（
殺

菌
用
の
石
け
ん
）
　
や
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
な
と
で
消
毒
し
、
流
水
で
す

すぐ。

↑

㈲
清
潔
な
タ
オ
ル
ま
た
は
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
で
ふ
く
。

タ
オ
ル
は
一
人
ず
つ
専
用
の
も
の
を

用
意
す
る
。

②
病
原
性
大
腸
菌
0
－
朋
は
7
5
℃
一
分

以
上
の
加
熱
で
死
滅
し
ま
す
。
調
理

す
る
時
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
に
加

熟
し
ま
し
ょ
う
。
冷
凍
し
た
ハ
ン

ハ
ー
グ
な
と
を
調
理
す
る
時
は
、
表

面
だ
け
で
な
く
、
内
部
ま
で
熱
が

通
っ
て
い
る
か
割
っ
て
内
部
の
色
を

見
る
な
ど
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
調
理
し
た
食
品
は
早
め
に
食
へ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
内
の
食
品

も
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

④
包
丁
、
ま
な
板
、
皿
、
ポ
ー
ル
な
と

の
キ
ッ
チ
ン
用
品
は
、
必
ず
よ
く
洗

い
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
、
熱
湯
又

は
塩
素
系
消
毒
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ

、
つ
C不

明
な
点
に
つ
い
て
は
、
遠
貰
保
健

所
　
（
保
健
課
・
衛
生
課
）
　
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。℡
　
（
2
0
－
）
　
4
1
6
1

担
当
課
‥
衛
生
課
．
保
健
課



交通鵜紺に
ご協力ください！

国道3号線拡幅改良工事のため、期間中に側道および町道の一部の全面通行止めを

行います。工事標識に従い迂回をお願いします。

★期間　①平成9年7月一平成12年末（予定）

②平成9年6月一平成9年8月末（予定）

③平成9年6月～平成10年3月末（予定）

★場所　国道3号線側道および町道（下記図面のとおり）

★問い合わせ　北九州国道工事事務所　工務課　平田監督官　℡（951）4331

監督官詰所（今古賀）　℡（293）1934

1 個「 i∴、＿〉： i・＿【日子 多／∴l∴iW書1品 I ノ 
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不「

広
波
区
に
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
誕
生

広
渡
「
な
ん
で
ん
、
か
ん
で
ん
」

遠
賀
町
内
外
の
老
人
施
設
を
訪
問
し
な
が
ら
、
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
、
併
せ
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
と
老
人
匪
癖
や
福
祉
の

勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
、
広
渡
区
の
若
手
を
中
心
と
し
た
父
母
の

発
案
で
こ
の
ほ
ど
、
手
ど
も
を
含
む
総
勢
六
上
人
か
ら
な
る
福
祉
施
設

の
慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
名

前
は
、
広
渡
「
な
ん
で
ん
、
か
ん
で
ん
」
と
大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
く
そ
う
で
す
。

6
月
2
9
日
（
日
）
　
の
午
後
2
時
か
ら
、
遠
賀
園
で
歌
、
踊
り
、
コ
ミ
ッ

ク
シ
ョ
ー
な
と
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
当
日
は
遠
賀
町
音
楽
フ
ェ
ア
ー

第
一
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
松
本
雅
子
さ
ん
や
、
第
二
回
準
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
上
三
垣
洋
子
さ
ん
、
特
別
賞
の
松
岡
三
枝
子
さ
ん
が
特
別
参
加

し
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
そ
う
で
す
。

「
第
3
回
ラ
リ
ー
レ
イ
ド
モ
ン
ゴ
ル

1
9
9
1
」
に
初
出
場
I
・

お
ん
が
自
動
車
学
校
ラ
リ
ー
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

お
ん
が
自
動
車
学
校
、
札
内
編
成
「
さ
ん
さ
ん
ス
ク
ー
ル
ラ
リ
ー
チ
ー

ム
　
（
S
S
S
R
）
」
　
の
み
な
さ
ん
が
、
1
月
2
1
日
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
で
行
わ

れ
る
国
際
公
認
ラ
リ
ー
競
技
「
第
3
回
ラ
リ
ー
レ
イ
ド
モ
ン
ゴ
ル
1
9
9

1
」
　
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
5
月
1
2
日
に
出
場
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

した。こ
の
ラ
リ
ー
は
モ
ン
ゴ
ル
の
砂
漠
や
草
原
を
オ
ー
ト
ハ
イ
や
車
で
約
六

千
キ
ロ
走
破
す
る
過
酷
な
レ
ー
ス
で
、
お
ん
が
自
動
車
学
校
チ
ー
ム
の
出

場
は
、
自
動
車
学
校
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
は
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

同
署

年
長
善
に
社
会
参
加
と
生
き
が
い
を

遠
賀
町
寿
大
学
講
座
開
講
式

5
月
1
5
日
に
遠
賀
町
中
央
公
民
館
講
義
室
で
、
平
成
9
年
度
遠
賀
町

寿
大
学
講
座
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
式
典
に
は
、
教
賽
・

専
科
含
め
て
四
〇
人
の
受
講
生
が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
約
六
か

月
間
の
受
講
に
向
け
で
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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○
傘
圃
恕
総
画
藩
燃
総
秀
麗
望
見
轡
轡
盈

た
く
さ
ん
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

子
ど
も
ま
つ
り

1
月
第
日
に
、
達
雄
総
合
運
動
公
団
ゲ
ラ
ウ
シ

ト

と

コ

ミ

ユ

ニ

テ

1

－

セ

ン

タ

ー

を

メ

イ

ン

会

場

と
し
一
＼
　
子
と
も
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た

各
会
場
で
は
、
ミ
ニ
関
都
レ
ー
ス
、
模
擬
店
、

映
画
ス
テ
ー
シ
宏
と
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ

れ
、
と
の
会
場
も
子
と
も
た
ち
を
は
じ
め
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
で
に
き
か
っ
て
い
ま
し
た
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
客
種
団
体
の

み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た

遠
賀
町
演
歌
ま
つ
り

1
月
2
9
日
に
、
達
雄
町
中
央
公
民
館
で
達
雄
開
演
挟
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
‖
こ
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
自

性
の
の
と
を
披
講
し
、
会
揚
か
ら
は
盛
ん
に
捕
手
が
お
く
ち
れ
て

い
ま
し
た



くらしの

役場293－1234

事実魯民意

厩かピーだより

●員赤帽貴

重麓

●田示細面

6月27日（金）まで

遠賀中間地区老人大
学院講座第二回公開
講座があります
第・回の高齢者の健康管理につ

いての講演に続いて、第二回公開

講座を開催します。今回は、人権

に関する内容です。関心のある人

はぜひご参加ください。

●とき　7月1日（火）午前10時

一正牛

●ところ　遠賀町中央公民館（大

ホール）

●テーマ　「出会いを豊かに、明

るい町づくく）を」

●講師　勘ii町中央公民館艮　野

中五郎氏

●入場料　無料

●問い合わせ　遠賀町中央公民館

℡（293）1355

／㌻

トラッ脂島・イン障シアへの掘巡拝

ソ醐帥死亡雑観墓紳輔拘ます
●実脆予定地域・時期

①トラック諸島＝9月3日一8日②インド

ネシア＝9月25－10月2日③アルタイ地方
＝9月9日～18日④プリモルスク地方＝9

月25日－10月2日⑤カザフスタン共和国＝

9月11日－18日⑥モンゴル＝8月27日一9

月3日⑦中国東北地区＝8月28日－9月4

日

●申込み締切日

地域によって次の通り締切日が違います。

①＝6月20日②＝7月4日③④⑤＝7月16

日⑥⑦＝7月2日

●提出書類

慰霊巡拝（墓参）参加者内申書（外国用）、
当該墓参団の参加に支障のない旨の医師の
証明書、死亡公報の写しまたはこれに代わ
るもの（除籍等でも可）、戦没者と遺族の

関係がわかる戸籍謄本等
●申込み

書類をそろえて申込み締切日までに役場福
祉課福祉係へ、問い合わせも同係へ。

乳
児
相
談
があ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
2
4
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
栄
琵
士
に
よ
る

栄
嚢
指
導
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

1
歳
半
健
康
珍
重

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
1
9
日
　
（
木
）
　
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
1
年
1
0
月
か
ら
1
2
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児
　
（
1
歳
6
か
月

～
1
歳
8
か
月
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
票
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
・
栄
糞

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
保
健
指
導

●
掛
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
の

購
入
助
成
を
行
い
ま
す

（
婁
十
善
で
ズ
一
撃
善
い
し
ま
す
一

●
料
金
　
二
千
六
百
円

●
申
込
み
　
保
健
衛
生
係
ま
で
、
料
金

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
配
付
方
法
　
1
月
中
旬
以
降
に
自
宅

ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限
　
6
月
0
0
日
　
（
月
）

（
筋
切
り
を
厳
守
し
ま
す
）

●
そ
の
他
　
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
器
に
は

鞍
酵
促
進
剤
が
一
箱
付
き
ま
す
。
ま

た
酸
酵
促
進
剤
　
（
一
箱
・
三
百
五
十

円
）
　
は
保
健
衛
生
係
の
窓
口
で
常
時

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

あ
穣
た
の
愛
を
分
け
て

く
だ
さ
い

献
血
車
が
ま
い
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
2
3
日
　
（
月
）
　
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
　
（
正
午
か
ら
午
後
1
時

ま
で
は
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
役
場
玄
関
前

●
献
血
の
種
類
　
2
0
0
諏
・
4
0

0
諏

●
そ
の
他
　
今
回
は
成
分
献
血
は
あ
り

ま
せ
ん
。
前
回
　
（
2
月
2
1
日
）
　
に
実

施
し
た
献
血
に
は
、
九
十
六
人
の
皆

様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

所
　
保
健
課
・
精
神
保
健
福
祉
係

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

な
お
、
そ
の
他
の
心
の
相
談
日
と
デ

イ
・
ケ
ア
実
施
日
が
今
年
度
か
ら
左
記

の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

相
談
窓
口
名
・
相
談
日
　
（
毎
月
）

◆
一
般
精
神
保
健
相
談

第
一
二
二
三
金
曜
日
　
（
午
後
1
時

3
0
分
か
ら
）

◆
痴
呆
相
談

第
四
金
曜
日
（
午
後
1
時
0
0
分
か
ら
）

◆
ア
ル
コ
ー
ル
等
噌
蒔
相
談

第
二
本
昭
日
（
午
後
1
時
0
0
分
か
ら
）

◆
思
春
期
粕
神
保
健
相
談

第
三
火
曜
日
（
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
）

◆
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
事
業
　
（
デ

イ
・
ケ
ア
）

第
一
・
二
三
・
四
水
曜
日
　
（
午
前

9
時
0
0
分
か
ら
）

※
　
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
所
職

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
な
ど
薬
物
乱
用

同
曲
で
困
っ
て
い
る
方
の
相

識
窓
口
を
開
戦
し
て
い
ま
す

●
と
き
　
毎
月
第
四
木
曜
日
　
午
後
1

時
0
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
　
（
水
巻
町
吉

田）
●
料
金
　
無
料

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
遠
賀
保
健



こ　いでj▲　　ひろ

小泉　大ちゃん（松ノ本）

平成8年6月7日生まれ

ママからのメッセージ

家族みんなに見守られ

て生まれてきたひろくん

は我が家のアイドルです。

これからもお兄ちゃん、

お姉ちゃんと仲良くすく

すくと大きくなってね。

かわはら∴∴あや

川原　彩ちゃん（今古賀）

平成8年5月2日生まれ

ママからのメッセージ

よく食べよく遊びよく

寝るとても元気な彩ちゃ
んです。

おてんばすぎるかナ。
これからも元気Iこすくす

くと育ってほしいです。

早く歩けるようIこなると

いいネ。がんばろうIl

‾ヽ

●
と
き
　
8
月
6
日
　
（
水
）
　
か
ら
8
日

（
金
）
　
ま
で
の
三
日
間

●
と
こ
ろ
　
第
－
保
育
短
期
大
学
お
よ

び
第
一
経
済
大
学

●
申
込
み
　
6
月
1
7
日
　
（
火
）
　
ま
で
に

遠
賀
福
祉
事
務
所
　
℡
　
（
6
0
1
）

2

1

2

1

へ

※
申
込
用
紙
は
役
場
福
祉
係
に
あ
り
ま

す。
※
こ
の
試
験
は
、
資
格
試
験
で
あ
り
採

用
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
念

の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。

遠
賀
郡
民
体
育
水
泳

大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
と
き
　
1
月
1
3
日
　
（
日
）
　
午
前
9
時

か
ら

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
町
民
プ
ー
ル

●
参
加
資
格

用
連
鎖
郡
民
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者

で
あ
る
こ
と

㈲
平
成
9
年
5
月
1
日
以
前
か
ら
郡
内

に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

人
●
出
場
制
限
　
小
学
生
、
中
高
生
の
部

は
一
八
一
種
目
。
一
般
、
青
年
の
部

は
一
八
二
種
目
以
内

●
謹
白

◇
1
0
歳
以
下
　
自
由
形
、
平
泳
、
バ
タ

フ
ラ
イ
、
背
泳
　
各
五
〇
m

◇
1
1
歳
－
1
2
歳
　
平
泳
、
ハ
タ
フ
ラ
イ
、

背
泳
∴
各
五
〇
m
、
自
由
形
一
〇

〇
m

◇
1
3
歳
以
上
　
各
種
目
と
も
一
〇
〇
m

●
申
込
締
切
　
6
月
2
3
日
　
（
月
）

●
申
込
場
所
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
内
遠
賀
町
体
育
協
会
事
務
局

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4

申
込
用
紙
は
体
育
協
会
事
務
局
に
あ

り
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

母
子
家
庭
尊
医
療
費
制
度

こ
の
制
度
は
、
母
子
家
庭
の
母
子
や

父
母
の
い
な
い
児
童
に
対
し
、
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

（
た
だ
し
、
入
院
時
に
か
か
る
食
事
代

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
）

●
対
象
者
　
健
康
保
険
に
加
入
し
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人

①
父
親
の
い
な
い
　
（
父
親
が
重
度
の
障

害
の
場
合
も
含
む
。
）
　
1
8
歳
未
満
の

児
童
を
扶
嚢
し
て
い
る
母
親
と
、
そ

の
児
煎

②
父
母
の
い
な
い
3
歳
以
上
1
8
歳
未
満

の
児
童

※
1
8
腹
未
満
の
児
童
と
は
、
昭
和
5
4
年

4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
を
い

い
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
印

鑑
、
戸
籍
謄
本
、
平
成
9
年
度
所
得

証
明
曹
　
（
平
成
8
年
分
）
　
な
と

※
現
在
、
母
子
家
庭
等
医
療
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
6
月
0
0
日
ま
で
に
更

新
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
8
月
か
ら

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

圏
胴
囲

●
と
き
　
1
月
3
0
日
　
（
水
）
　
か
ら
8
月

1
日
　
（
金
）
　
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
役
場
国
保
年
金
係
　
（
窓
口

2
番
）

※
詳
し
く
は
、
国
保
年
金
係
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
試
験
区
分
・
採
用
予
定
数

行
政
事
務
十
人
・
学
校
事
務
十
人
・

警
察
事
務
十
人
・
栄
蛮
士
八
人

●
試
験
種
目
　
教
護
試
験
・
専
門
試
験

●
試
験
日
　
8
月
3
日
　
（
日
）

●
受
付
期
間
　
6
月
0
0
H
　
（
月
）
－
1

月
日
日
　
（
金
）

※
願
書
の
請
求
な
と
詳
し
く
は
、
福
岡

県
人
事
委
員
会
　
℡
0
9
2
　
（
6
4

1
）
　
3
8
8
3
　
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

県
立
施
設
の
使
用
料
な
ど

が
無
料
に
な
り
ま
す

対
象
者
は
障
害
の
あ
る
人
な
ど
で
す

福
岡
県
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
椋

碗
的
に
社
会
参
加
を
す
る
た
め
に
、
県

立
美
術
館
や
県
立
総
合
プ
ー
ル
な
と
の

県
立
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
、

二
十
か
所
の
施
設
の
使
用
料
や
入
場
料

を
無
料
と
し
ま
す
。
ま
た
、
同
伴
の
介

護
者
に
つ
い
て
も
無
料
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
無
料
に
な
る
施
設
名
の
．
党
は

お
近
く
の
福
祉
事
務
所
や
保
健
所
等
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
県

庁
障
害
福
祉
課
ま
た
は
健
康
増
進
課

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

　

ま

で●
対
象
者
　
身
体
瞬
害
者
手
帳
所
持

者
、
身
体
障
害
者
手
帳
．
∵
一
級
所

持
者
の
介
護
者
、
第
一
種
身
体
障
害

者
の
介
護
者
、
療
育
手
帳
所
持
者
、

療
育
手
帳
所
持
者
の
介
護
者
、
楕
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
、
柵

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
・
二
級

消
防
設
備
士
試
験

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
8
月
3
日
　
（
日
）
　
午
前
1
0
時

か
ら

●
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学
　
（
北
九
州

市
八
幡
西
は
自
由
ケ
丘
一
1
人
）

●
試
験
種
類
　
全
種
類

●
願
書
受
付
　
郵
送
受
付
ま
た
は
セ
ン

タ
ー
受
付
、
6
月
2
0
日
消
印
ま
で
有
効

●
郵
送
先
　
〒
鮒
　
福
岡
市
博
多
区
千

代
．
十
日
二
－
五
　
㈹
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支
部
　
℡
0
9

2

　

（

6

4

1

）

　

1

1

9

9

※
受
験
願
膏
は
違
質
郡
消
防
本
部
予
防

課
で
雄
備
し
て
い
ま
す
。
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交
通
共
済
組
合
の
総

代
を
敬
遠
し
ま
す

北
九
州
市
民
共
済
生
活
共
同
組
合
の

組
合
員
代
表
で
あ
る
総
代
の
選
挙
を
行

い
ま
す
。
総
代
選
考
委
員
会
か
ら
、
次

の
と
お
り
候
補
者
の
推
薦
が
あ
り
ま
し

た
へ
〉
候
補
者
に
異
説
が
あ
る
組
合
員
は
、

6
月
2
7
日
ま
で
に
文
尊
で
選
挙
管
用
者

の
泉
原
敏
行
　
（
〒
Ⅲ
－
4
3
　
違
鮮
明
大

子
今
古
質
血
　
．
逮
質
町
役
場
総
務

課
内
）
　
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
（
－

な
お
、
遠
賀
町
の
組
合
員
の
半
数
以

上
の
反
対
が
な
け
れ
ば
当
選
と
な
り
ま

す。◆
違
質
町
総
代
候
補
者
　
（
敬
称
略
）

篠
田
　
霧
　
虫
生
津
三
八
九
－
九
〇

大
場
重
信
　
別
晴
三
二
〇
．
－

つ
と
い
の
会
（
身
体
障

害
者
集
団
見
合
い
）
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
と
き
－
9
月
1
日
　
（
日
）
　
午
前
m
時
0
0
分
－

午
後
3
時

●
と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
福
岡
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
（
春
日
市
原
町
一
．
．
丁

目
一
－
七
）

●
参
加
費
　
無
料
、
た
だ
し
萄
食
代
は

自
己
負
担
　
（
十
日
）

●
申
込
締
切
　
8
月
1
8
日
　
（
月
）

た
だ
し
満
席
と
な
っ
た
場
合
は
、
次

回
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

剛
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）
　
伝
日
直
原

町
三
「
日
．
I
L

℡

0

9

2

　

（

5

8

4

）

　

6

0

6

9

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

若
松
海
上
保
安
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

6
月
5
H
か
ら
6
月
日
日
ま
で
の
間

は
、
海
津
環
境
保
全
掘
進
週
間
で
す
（
－

海
上
保
安
庁
で
は
、
「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
」
を
合
言
葉
に
海
洋
環
碗
保

全
運
動
を
推
進
し
ま
す
　
1
日
〈
美
し
い

海
を
残
す
の
は
私
た
ち
の
賞
伍
で
す

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
難
や
空
き
缶
等
の
ゴ
ミ

を
用
や
海
に
指
で
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
、
う
ー

ま
た
、
6
月
1
2
日
か
ら
6
月
2
1
H
ま

で
の
間
は
、
「
海
上
環
境
事
犯
“
斤
取

締
り
」
を
実
施
し
ま
す
し

航
空
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

サ
マ
ー
タ
イ
ム
・
イ
ン
・
ア
シ
ヤ

航
空
自
衛
隊
賞
尾
苑
地
で
は
、
航
空

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
へ
〉

●
と
き
　
1
月
2
3
日
（
水
）
－
2
5
日
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
蛙
地

●
対
象
人
員
　
中
学
生
お
よ
び
高
校
生

三

一

人

●
実
施
内
容
　
航
空
機
・
ペ
ト
リ
オ
ソ

ト
・
管
制
塔
等
見
学
、
地
上
訓
練
機

へ
の
試
乗
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
体

験
搭
乗
、
野
外
炊
飯
お
よ
び
隊
内
生

活
体
験
等

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
航
空
自
衛

隊
苫
屋
娘
地
　
℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9

8
1
内
線
2
5
4
、
7
月
1
0
日
締
切
、

応
暮
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

福
岡
県
合
同
会
社

説
明
会
が
あ
り
ま
す

太
宰
、
短
大
、
高
専
、
専
修
写
校
を

平
成
同
年
3
月
卒
業
さ
れ
る
人
　
（
平
成

9
年
3
月
卒
業
さ
れ
た
人
で
、
平
成
同

年
4
月
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
を
含

む
）
　
を
対
象
に
し
た
、
地
元
企
業
と
の

合
同
会
〓
説
明
会
を
園
催
し
ま
す
　
福

岡
県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
写
生
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
一

【
福
岡
会
楊
】

●
と
き
　
6
月
細
目
　
（
月
）
　
1
後
0
時

細
分
－
－
後
－
時

●
と
こ
ろ
　
福
間
7
7
ノ
ン
ョ
シ
ビ
ル

L
・
八
階
ホ
ー
ル
　
（
福
岡
事
博
多
匪

博
多
駅
前
ニ
ー
ト
－
～
九
）

●
参
加
予
定
企
業
　
福
間
地
車
・
筑
後

地
位
の
地
境
企
業
一
掬
二
宮
〓
）

【
北
九
州
会
場
】

●
と
き
　
7
月
1
円
　
（
火
）
　
午
後
0
時

5
0
分
～
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
西
日
本
総
合
娘
示
揚
　
中

農
示
揚
　
（
北
九
州
事
小
倉
北
匪
浅
野

－
．
－
I
L
I
－
）

●
参
加
予
定
企
業
　
北
九
州
地
車
・
筑

豊
地
区
の
地
場
企
業
　
（
約
自
社
）

※
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
半
生
職
薬
セ
ン

タ

ー

　

℡

0

9

2

　

（

1

1

4

）

　

1

5

－
i
J
6

川
崎
病
講
演
会
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
2
9
日
　
へ
‖
）
　
牛
後
1
時

I
i
、
、
～
－
子
0
　
ヽ
1

●
と
こ
ろ
　
も
も
ち
パ
レ
ス
　
（
福
岡
事

甲
良
高
㌧
日
通
二
1
日
ニ
ー
I
上
冗
）

●
テ
ー
マ
　
「
今
、
川
崎
痛
は
」

●
諸
姉
　
川
崎
雷
作
先
生
　
（
日
本
川
崎

痛
研
究
セ
ン
タ
ー
）

●
後
援
∴
福
間
県
医
師
会
、
福
開
高
、

福
間
県
教
育
委
員
会
、
福
間
吊
教
育

委
＝
〓
人
事

※
大
場
個
料
、
参
加
日
用
、
保
有
率
あ

●
問
い
合
わ
せ
　
川
崎
病
の
子
と
も
を

も
つ
親
の
会
　
福
岡
県
連
絡
会
代
表

中
村
祐
子
さ
ん
　
℡
＝
9
2
一
～
9

6

〉

　

5

4

3

5

放
送
大
学
福
岡
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー

学
生
募
集

●
入
学
願
書
受
付
期
間
　
1
月
1
5
日

（
火
）
　
－
8
月
1
5
日
　
（
金
）

●
募
集
対
象
者
　
平
成
9
年
1
0
月
1
日

現
在
1
8
鍍
以
上
で
、
福
岡
地
域
学
習

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
テ
ー
プ
を
視
聴
で

き
る
人

●
募
集
要
項
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
字
　
福
岡
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
　
〒
8
1
2
　
福
岡
市
束
区
箱
崎
六

－
十
－
－
（
九
州
大
字
内
）

℡

0

9

2

　

（

6

～

1

）

　

4

9

5

2

園
田
回
国

今
年
も
梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
梅
雨
は
夏
の
季
語
で
、
春
か
ら

夏
へ
の
移
り
変
わ
り
の
時
期
に
ア
シ
ア

の
東
部
で
起
こ
る
気
象
現
象
で
す
ー
∪
　
入

梅
は
6
月
1
0
日
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
そ
の
年
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
そ

う
で
す
。
最
近
「
異
常
気
象
」
「
地
球
の
温
暖
化
」

と
い
う
言
葉
が
よ
く
き
か
れ
ま
す
が
、

こ
こ
数
年
気
候
が
お
か
し
い
な
あ
と
感

じ
る
こ
と
が
し
ば
し
は
で
す
、
、
宴
は
猛

暑
か
つ
づ
〈
こ
と
が
多
い
し
、
冬
は
昔

に
比
べ
る
と
、
と
て
も
暖
か
く
な
り
ま

し
た
っこ
の
ま
ま
温
暖
化
が
つ
つ
く
と
、
二

十
．
世
紀
の
後
半
に
は
、
海
面
が
約
五

十
セ
ン
チ
も
上
昇
し
、
日
本
の
砂
浜
は

大
部
分
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
そ
う
で

す
ー
U
地
球
の
温
暖
化
防
止
に
努
め
、
か

け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
守
り
、
次

世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。


